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・A校 4クラス 122人 平成 23年 6月上旬
















学習前（B校） 25  64






学習前（B校） 27  65






学習前（B校） 45  45















学習前（Ｂ校） 26  58




















学習前（Ｂ校） 38  51






学習前（Ｂ校） 41  50


























学習前（ＡＢ校） 97  77







































・C校 2クラス 74人 平成 23年 9月上旬
・D校 3クラス 105人 平成 23年 9月下旬
（統制群）
・A校 4クラス 122人 平成 23年 6月上旬















































































統制群（N＝205） 52  153






















統制群（N＝208） 111  97












統制群（N＝207） 113  94









統制群（N＝208） 85  123






















統制群（N＝197) 152  45



















統制群（N＝195） 82  103









86 江 田 謙太郎・益 田 裕 充
?．考 察
本研究の消化に関する検証授業では，ニワトリの
消化管の観察および，豚の小腸の膜の通過実験を取
り入れた授業を実践した。その結果，食べ物をより
小さい別の物質に変えるという消化液や消化酵素の
働きに関する概念形成を支援することができた。し
かし，消化管が口から胃，小腸，大腸，肛門までひ
とつながりの管であるという概念形成の支援が，一
般の授業と同程度だったという結果に課題が残る。
また，肺の観察を伴う呼吸に関する検証授業では，
豚の肺の膨らむ様子を観察や，針を刺しても破裂し
ない様子の観察，肺の断片の観察を実践した。これ
らの観察を通して，肺は一枚の風船のようなもので
はなく，触ると柔らかく，肺胞で満たされていると
いうことに気づかせ，肺の構造に関する概念形成を
支援することができた。
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